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【目的】 

筆者は、日本の学校教育における教室のイス文化に対

して疑問を抱いていた。特に、イス使用時における姿勢悪

化や心理状態の問題は、重要視すべき課題であろう。こ

れらの課題を解決するために、イス代替としてのＧボール

使用が世界で注目されている。しかし、日本の学校教育

現場において、教室内授業でＧボールに座っている時の

心理変容を調査した例は無い。 

そこで本研究では、Ｇボール及びイスを使用する際の

心理状態がどのように変化するのかを質問紙調査によっ

て調査し、中学校の教室内授業で初めてＧボールを使用

する際の、生徒の心理状態における基礎的知見を得ると

ともに、そこから考えられるＧボール使用時に教師が留意

する点を明らかにすることを目的とする。 

【方法】 

Ｔ中学 2年生3 クラス 122 名を対象として、2 回の調査

を実施した。生徒は、両調査共にＳ教諭による保健体育

科の 50 分授業（同単元別内容）を受け、両調査でそれぞ

れ別の物（Ｇボールかイス）に座った（写真１）。教師は、

生徒がＧボール及びイスに着席した状態から授業を開始

し、生徒に計 3 回（授業開始時、中間時、終了時）質問紙

への記入をさせた。 

本研究では、心理状態を測る指標として二次元気分尺

度を用いた。回答から 4 指標（活性度、安定度、快適度、

覚醒度）の値を導き出し、これらの値を元に統計処理を行

った。統計処理にはSPSS ver.11.0.1J（エス・ピー・エス・エ

ス株式会社製）を用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１  座学におけるＧボール使用の様子 

【結果と考察】 

１． 4 指標のうち、Ｇボールとイスとの間に有意な差が

認められたものは、活性度、安定度、覚醒度であった。

特に覚醒度においては、Ｇボールはイスに比べて長時

間座っていても極端な沈静（眠い）状態になりにくい傾

向が示された。また、Ｇボール使用時において、測定

時間の間に有意な差が認められたものは、活性度、安

定度、快適度であり、いずれも授業開始時に値が高く、

中間時以降に値が低くなる傾向が示された。 

２．Ｇボール使用時において、所属クラスや男女の違い、

運動・スポーツに対する「好き」「嫌い」といった意識の違

いによる心理的な差がないことが明らかになった。また、

運動・スポーツに対する「得意」「不得意」といった意識の

違いも、授業中間時以降は差が無い傾向が示された。

一方、イス使用時における心の落ち着き具合によって、

Ｇボール使用時の心理傾向も異なることが示唆された。 

３．Ｇボール使用時の感想において、肯定的な回答と否

定的な回答のどちらも多数存在した。その中で最も多く

得られた回答は「疲れる」という回答であったが、疲労の

捉え方も多様な傾向を示した。また、否定的かつ具体的

な回答として、Ｇボールのサイズや、机と机の間隔など

の周囲の環境に対して不満と感じている回答が 14 件認

められた。 

【結論】 

中学校教室内授業で初めてＧボールを使用する際は、

授業導入時にＧボールを使用することで、生徒が学習に

取り組みやすくなるが、長時間使うほど学習に取り組み

にくくなる可能性が高いと考えられる。ただし覚醒度の面

から考えると、眠気対策として長時間の使用が有効であ

ろう。また、生徒の性格特性や、筋力や体型等の様々な

個体差によって、Ｇボールの使用感が大きく異なったと

推察される。従って教師が留意する点は以下の点である

と考えられる。 

① 使用時間の設定 
② Ｇボール導入時期の判断 
③生徒のストレスを軽減させるための環境確保 


